
柏
原
宿

柏
原
宿

醒
井
宿

醒
井
宿

番
場
宿

番
場
宿

鳥
居
本
宿

鳥
居
本
宿

↑
至 

美
濃
国
・
今
須
宿

↓
至 

米
原
宿

←
北
国
街
道　

至 

米
原
宿

→
至 

高
宮
宿

寝
ね

物
も の

語
がたり

の里
長久寺村内にある国境の
小さな溝を隔てて、近江国に 20 軒、
美濃国に 5 軒の家が並ぶ。寝なが
らにして両国間での会話ができる。

名
所

柏か
し
わ

原ば
ら

宿

信
長
公
の
許
可
に
て
薬
草
園
が

開
か
れ
た
伊
吹
山
。そ
の
麓
の
、

お
灸（
や
い
と
）の
ふ
る
さ
と
。

view spot

view spot

HEALING SPOT

徳
と く

源
げ ん

院
い ん

近江発祥の名門・京
極家の菩提寺。讃岐
の国丸亀藩主の京極
高豊公が、荒れてい
たご先祖の墓を復興
されたとか。

成
じょう

菩
ぼ

提
だ い

院
い ん

信長公や秀吉公も宿泊し、家信長公や秀吉公も宿泊し、家
康公ともゆかりのある名刹。康公ともゆかりのある名刹。
この近くの将軍様の御殿にはこの近くの将軍様の御殿には
不用意に近づかないこと！不用意に近づかないこと！

番場宿で足のメンテナンス
中山道の難所の一つ摺

すり

針
はり

峠前後に、足の
メンテナンスを。図の場所にお灸をすえれ
ば、足の痛みがなくなる！

名物番頭の福助人形
が有名なもぐさのお
店。広大な庭園を眺
めながら休憩 OK。

醒さ
め
が

井い

宿

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
を
癒
し
た

「
居
醒
の
清
水
」。
名
水
の
里
の

お
い
し
い
湧
き
水
に
ホ
ッ
と
一
息
。

鳥と
り

居い

本も
と

宿

鳥
居
本
名
物
の
「
三
赤
」
を

要
チ
ェ
ッ
ク
。
ス
イ
カ
に

カ
ッ
パ
に
赤
玉
神
教
丸
！

醒井餅と
夏のところてん＆そうめん
“ 名水 ” を使ってつくられた、お殿様までほお
ばる “ 名スイ ” ーツ。夏にはきーんと
冷たい水でいただくところてんや
そうめんが絶品。疲れた体に染み渡る！

名
物 自慢の味を

おあがりよ！

薄～いのし餅に
してから焼くのよ

合羽
多雨の木曽路に行く人は
マストバイ！　
鳥居本カッパで
あなたも気分は “ 赤備え ”。

名
品

柿渋色の紙製の
合羽は軽くて丈夫！

view spot

望
ぼ う

湖
こ

堂
ど う

中山道随一の景勝地！！
湖を一望できる茶屋で
一服しながら、するは
り餅に舌鼓。

番ば
ん

場ば

宿

米
原
湊
と
の
分
岐
点
。

宿
場
に
あ
る
蓮
華
寺
は

鎌
倉
幕
府
滅
亡
時
の
悲
劇
の
舞
台
。

あなたはどっち派？

近江 2大御
ご

用
よう

窯
がま

膳ぜ

所ぜ

焼

膳
所
藩
主
も
焼
い
た
!?

小こ

堀ぼ
り

遠え
ん

州し
ゅ
うが

指
導
し
た

茶
陶

「
き
れ
い
さ
び
」

の
魅
力

湖こ

東と
う

焼

彦
根
藩
が
奨
励
・
保
護
！

美
し
い
絵
付
け
の
磁
器

華
や
か
で

繊
細
な
染
付

checkcheck

政
まん

所
どころ

茶
「
宇
治
は
茶
所
、

茶
は
政
所
」
の

茶
摘
み
唄
で

有
名
な
銘
茶

帰
り
を
待
つ

あ
の
ひ
と
へ
、

と
っ
て
お
き
の

お
土
産
に

 

行
商
な
し
の
限
定
品
！ 

 

本
家
有
川
家
の
赤
玉
神
教
丸 

 

胃
の
腑
が
弱
い
方
へ

PR

赤あ
か

玉だ
ま

神し
ん

教き
ょ
う

丸が
ん

PR

伊吹もぐさ
まだまだ続く旅のお供に。

「亀屋」で最高品質のきり
もぐさを購入可能。お土
産にも◎。

名
品

『旅行用心集』を一部改変 /
横浜国立大学附属図書館 /CC BY-SA

摺摺す
り
す
り

針針は
り
は
り

峠峠

注
意

買
い
忘
れ

※産地は八風越が最寄りとなります。※産地は八風越が最寄りとなります。

三
里

承
山

通
谷

木曽路名所図会／ 1 ／
坤／滋賀県立図書館蔵

蕪村句「ところてん」
俳画 紀楳亭筆／
大津市歴史博物館蔵

湖東染付
草花文水注／
大津市歴史博物館蔵

膳所 
鉄釉耳付茶入 
銘童女（膳所焼）／大津市歴史博物館蔵

2121 2020

中
山
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高た
か

宮み
や

宿

お
多
賀
さ
ん
の

鳥
居
が
あ
る
宿
場
町
。

多
賀
参
り
の
玄
関
口
は
こ
こ
。

愛
知
川
宿

愛
知
川
宿

高宮布（近
おう

江
み

上
じょう

布
ふ

）
足利将軍の頃からはぐくま
れた名産品！お土産にも最
適な、今トレンドの仕立て
方をご提案。

名
品

月に一度、お多賀さんへ参ろう！月に一度、お多賀さんへ参ろう！

のの魅力魅力をを再発見再発見！！！！
お多賀参りお多賀参り
「お伊勢参らばお多賀へ参れ お伊勢お多賀の子でござる」「お伊勢参らばお多賀へ参れ お伊勢お多賀の子でござる」
のキャンペーンソングで有名な多賀大社。由緒正しい長寿のキャンペーンソングで有名な多賀大社。由緒正しい長寿
祈願のパワースポットで、京のお公家様たちも伊勢神宮と合祈願のパワースポットで、京のお公家様たちも伊勢神宮と合
わせてこの大社にも代参される。高宮宿の鳥居から続く参わせてこの大社にも代参される。高宮宿の鳥居から続く参
道を進んで参拝し、縁起物の「お多賀道を進んで参拝し、縁起物の「お多賀杓杓

しゃくしゃく

子子
しし

」を GET しよう！」を GET しよう！

足を延ばして足を延ばして

五
ご

箇
か

荘
しょう

近江商人の拠点の一つ。近江商人の拠点の一つ。
農村に商人たちの豪勢農村に商人たちの豪勢
な本宅がずらり！な本宅がずらり！

⬇
小
幡
人
形
に
つ
い
て
は

P25
へ

愛
知
川

こ
こ
も
無
賃
橋
！

愛え

知ち

川が
わ

宿

旅
女
子
は
要
注
目
。

小
幡
人
形
（
で
こ
）
な
ど

か
わ
い
い
も
の
に
出
会
え
る
！

千樹寺
近江のソウルミュージック「江州
音頭」…ここも発祥の地とされる。

名
所

高
宮
宿

高
宮
宿

犬
上
川

な
ん
と
こ
こ
は

「
無
賃
橋
」。
お
金
を

払
わ
な
く
て
も
誰
で

も
通
れ
る
、
新
時
代

の
橋
!!

一
大
ブ
ー
ム

いざ！一の鳥居からお参り！
高宮宿にあるので、
時間がない人はここで一礼
して先に進むもよし

お正月の厄払いの儀式。お
武家様からの信仰も厚い
ので、武芸上達祈願も！

参詣案内の坊
ぼう

人
にん

からお札をもらう
のを忘れずに！

御神木の飯
い

盛
もろ

木
ぎ

。
丑の刻参りを見かけた
らそっとしといたってな

参道にお店がずらり。
お土産物よりどりみどり♪

卯月にはお馬さん
いっぱいの華やかなお祭り！

太鼓橋を渡ると
いよいよ境内。

車がついた舞台で
「曲

くせ

舞
まい

」が見られるで

境内にも茶店あり！名物
「糸切餅」をほおばりたい

火事で焼けるたびに井伊のお殿様
の支援で復興した本殿。寄進さ
れた銅製の立派な灯籠も必見！

← 

至 

鳥
居
本
宿

→
至 

武
佐
宿

↓至 八日市宿・
　　 土山宿・
　　 伊勢近道

PR

糸
切
餅

「
蒙
古
襲
来
」
が

「
蒙
古
襲
来
」
が

去
っ
た
平
和
を
祝
福
♪　

去
っ
た
平
和
を
祝
福
♪　

食
べ
れ
ば
ハ
ッ
ピ
ー
な
名
物
お
も
ち
。

食
べ
れ
ば
ハ
ッ
ピ
ー
な
名
物
お
も
ち
。

LOVE 
&&

 PEACE

Let's Dance
Let's Dance

⬇
詳
し
く
は

P27
へ

もう渡し船に乗らな
くてもいいのか！？

小
幡
小
幡

近江名所図会 4 ／滋賀県立図書館蔵近江名所図会 4 ／滋賀県立図書館蔵

近江名所図会 4 ／滋賀県立図書館蔵近江名所図会 4 ／滋賀県立図書館蔵

「多賀大社参詣曼荼羅（江戸時代）」多賀大社所蔵／多賀町立文化財センター提供

豊栄のさと 内 文化ホール緞帳（豊郷町教育委員会提供）

2323 2222

中
山
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武む

佐さ

宿

な
が
～
い
大
宿
場
町
。

八
幡
へ
も

足
を
延
ば
し
て
み
て
！

真
面
目
さ
ん

真
面
目
さ
ん

に
は

こ
れ
し
か
な
い
で
し
ょ

武
佐
宿

武
佐
宿

日
野
川

水
量
が

少
な
い
時
は

船
を
つ
な
げ
た

「
船
橋
」
が

か
か
る
。

こ
の
辺
り
は

近
江
商
人
の
お
ひ
ざ
元
。を

し
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、

旅
の
お
ト
ク
情
報
を

教
え
て
も
ら
え
る
か
も
！

こ
ん
な
格
好

近
江
商
人
の
活
気
あ
ふ
れ
る
町
・
八

幡
。
全
国
に
名
を
馳
せ
る
蚊
帳
、
畳

表
、
瓦
、
ヨ
シ
簾
、
竹
細
工
な
ど
を

は
じ
め
、
お
土
産
に
も
最
適
な
押
絵

細
工
や
木
珠
、
ご
当
地
グ
ル
メ
の
赤

コ
ン
ニ
ャ
ク
、
丁
稚
羊
羹
、
丁
字
麩

な
ど
、
名
産
品
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。

豪
商
の
本
宅
が
建
つ
瓦
屋
根
の
家
並

や
、
琵
琶
湖
か
ら
引
き
込
ん
だ
立
派

な
水
路
は
、
さ
す
が
、
将
軍
様
が
直
々

に
お
治
め
に
な
っ
て
い
る
天
領
！

尾
張
の
殿
様
が
、こ
の
地
を
欲
し
が
っ

て
い
る
と
か
…
。

 

町
で
遊
ぶ
！

に
ぎ
わ
い
の

 

八は

ち

幡ま

ん

の
ま
ち
へ

collection

お
う
み
も
の

い
ま
し
ゅ
ん
こ
れ
く
し
ょ
ん

号外

近江の名物・名品の中から、
未来につなぐべき

選りすぐりの逸品を集めました！

食べ過ぎ、飲み過ぎ、胃もたれに効く、
赤色の丸薬。宿場の店舗でしか買えな
いので、ニセモノに注意！

ほんけありかわけ・あかだましんきょうがん

本家有川家・赤玉神教丸

 所  中山道　鳥居本宿

聖徳太子によって伝授された
という木製の数珠玉。これで
拝めば徳を高められそう。

もくじゅ

木珠

 所  下街道　八幡

胃
が
痛
い
？

胃
が
痛
い
？

今
痛
く
な
く
て
も

こ
れ
買
わ
な
き
ゃ
ソ
ン

“オバケ飴”！？“オバケ飴”！？

まさかの

かわいさかわいさ で右に出るものはいないっ！で右に出るものはいないっ！

ユニークな表情が
特徴の、素朴な型
焼の土人形。ワレ
モノなので、持ち
運びには注意！

おばたにんぎょう

小幡人形

 所  中山道　愛知川宿
（小幡）

旅で疲れたら、このお
酒を飲んで木之本のお
地蔵さんに参れば元気
回復！！

くわざけ

桑酒

 所  北国街道　木之本宿

食べれば厄除けのご利益があるという。
化けガニが飴になったというびっくりな
エピソードつき。

かにがさかあめ

かにが坂飴

 所  東海道　土山宿 蟹が坂についてはP14へ

守も
り

山や
ま

宿

「
京
た
ち
、
守
山
泊
ま
り
」。

京
を
出
た
ら
、

ま
ず
は
こ
こ
を
目
指
そ
う
！

↓
至 
草
津
宿

⬆
草
津
宿
に
つ
い
て
は

P16
へ

view spot
三上山

野
洲
川

河
原
に
干
さ
れ
る
野や

洲す

晒さ
ら
しの

風
景
が
名
物
。

↑
至 

愛
知
川
宿

↑
至 

八
日
市

左
義
長
ま
つ
り
は

左
義
長
ま
つ
り
は

必
見
！

必
見
！

view spot
鏡山

冬の川で麻布を
杵でついて白くす
る重労働！

天
下
の
奇
祭

天
下
の
奇
祭
！！

足
を
延
ば
し
て

足
を
延
ば
し
て

老
蘇
老
蘇

鏡鏡

小
篠
原

小
篠
原

守
山
宿

守
山
宿

近江名所図会 4 ／
滋賀県立図書館蔵

近江名所図会 4 ／滋賀県立図書館蔵近江名所図会 4 ／滋賀県立図書館蔵

藤慶板 近江八景 
瀬田夕照 歌川広重画／
大津市歴史博物館蔵

これはウマい！これはウマい！
東海道イチのお餅
　　器もかわいすぎん？

東海道に名を馳せる人気ス
イーツ！オリジナル陶器の姥
が餅焼のお皿にも注目。

うばがもち

 所東海道／中山道　矢倉立場

酔
い
し
れ
た
い

酔
い
し
れ
た
い

美
酒
に
も

美
酒
に
も

旅
に
も

旅
に
も

2525 2424

中
山
道 

❹



おうみ TRIP　　　近江いまどき NEWS OUMI TRIP NEWS TOPICS

巨
匠
松
尾
芭
蕉
氏
が
大
坂

で
客
死
。
遺
言
に
よ
り
大

津
宿
近
く
の
義ぎ

仲ち
ゅ
う

寺じ

に
葬

ら
れ
る
。
氏
は
生
前
、
滋

賀
郡
の
草
庵
「
幻げ

ん

住じ
ゅ
う

庵あ
ん

」

に
４
か
月
滞
在
す
る
な

ど
、
近
江
を
愛
し
、
近
江

で
１
０
０
首
近
い
句
を
詠

ん
だ
。
門
人
の
一
人
が
追

悼
の
経
塚
を
た
て
る
予
定
。

中
山
道
鳥
居
本
宿
で
胃
腸

薬
を
製
造
販
売
す
る
有
川

家
が
、
偽
物
の
販
売
差
し

止
め
を
訴
え
た
裁
判
で
、

赤
玉
神
教
丸
の
み
正
当
で

あ
る
と
の
判
決
が
下
っ
た
。

「
仙
教
丸
」
や
「
神
吉
丸
」

の
類
似
薬
品
が
出
回
る
こ

と
は
無
く
な
る
見
込
み
。

今
後
、
商
標
権
や
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
品
の
議
論
に
発
展

す
る
こ
と
は
必
至
だ
。

江
戸
に
向
か
う
友
好
使
節

団
・
朝
鮮
通
信
使
の
一
行

が
、
湖
寄
り
の
「
将
軍
様

の
道
」
を
通
過
予
定
。
異

国
情
緒
あ
ふ
れ
る
行
列
は

必
見
。
海
外
の
先
進
的
な

知
識
を
求
め
る
学
者
ら
も

沿
道
に
集
ま
る
見
通
し
。

道
中
の
様
子
を
、
通
訳
で

随
行
し
た
雨

あ
め
の

森も
り

芳ほ
う

洲し
ゅ
うさ

ん

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
お
も

て
な
し
現
場
の
彦
根
藩
の

宗そ
う

安あ
ん

寺じ

に
て
。

俳聖 芭
ば

蕉
し ょ う

翁 逝去巨星巨星
墜つ 墜つ 

次
号
特
集
予
定

近
江
い
ま
ど
き

近
江
い
ま
ど
き
N
E
W
S

N
E
W
S

お
う
み
の
最
新
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
お
届
け

元
祖
「
赤あ
か

玉だ
ま

神し
ん

教き
ょ
う

丸が
ん

」
勝
訴

海
賊
版
は
販
売
差
し
止
め

朝
ちょう

鮮
せん

通
つう

信
しん

使
し

が
いよいよ近江国へ

行
く
春
を 

近
江
の
人
と 

惜
し
み
け
る

【

【

「琵琶湖図」（部分）／琵琶湖文化館蔵

近江名所図会 4 ／滋賀県立図書館蔵近江名所図会 4 ／滋賀県立図書館蔵

OUMI TRIP NEWS TOPICS

川
を
渡
る
の
に
お
金
が

か
か
る
…
痛
い
出
費
な

が
ら
仕
方
が
な
い
、
と

諦
め
て
い
る
橋
渡
し
賃

だ
が
、
な
ん
と
こ
の
度
、

中
山
道
の
愛
知
川
に
無む

賃ち
ん

橋
が
か
か
る
こ
と
と

な
っ
た
。
現
地
か
ら
の

レ
ポ
ー
ト
を
お
届
け
。

家
康
公
か
ら
３
代
に

わ
た
り
、
上
洛
の
際

の
宿
館
と
し
て
使
わ

れ
た
永
原
の
御
茶
屋

御
殿
（
野
洲
郡
）
が
、

こ
の
度
お
役
御
免
と

し
て
解
体
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
12
回

程
度
し
か
使
用
さ
れ

て
お
ら
ず
、
資
源
の

有
効
活
用
の
た
め
建

物
の
一
部
は
移
築
さ

れ
る
見
通
し
。

コ
ロ
コ
ロ
お
殿
様
が

変
わ
る
膳
所
藩
に
、

大
本
命
本
多
氏
が
入

封
！
幕
府
は
、
京
に

最
も
近
い
こ
の
地
に

譜
代
の
有
力
大
名
を

配
置
す
る
が
、
な
ぜ

か
長
続
き
し
な
い
。

本
多
氏
は

最
後
の
切

り
札
と
な

る
か
!?

芭
蕉
の
師
と
し
て
も

名
高
い
、
近
江
生
ま

れ
の
北
村
季
吟
氏
が

『
源
氏
物
語
』『
万
葉

集
』
な
ど
の
注
釈
書

を
刊
行
。
公
家
や
武

家
の
教
養
で
あ
る
古

典
文
学
が
、
注
釈
付

き
で
庶
民
に
も
読
み

や
す
く
な
り
、
絶
賛

大
ヒ
ッ
ト
中
だ
。

独
特
の
技
法
で
織
ら

れ
る
絹
織
物
「
浜
ち

り
め
ん
」
の
販
売
に

つ
い
て
、
競
合
す
る

京
都
の
事
業
者
と
の

軋
轢
を
回
避
す
る
た

め
、彦
根
藩
が
英
断
！

ち
り
め
ん
を
年
貢
と

し
て
納
め
さ
せ
、
販

売
代
行
を
す
る
方
針

に
踏
み
切
っ
た
。
今

後
の
産
地
の
発
展
に

期
待
が
高
ま
る
。

北
国
海
道
沿
い
の
比ひ

良ら

山
麓
・
四
ツ
子
川

の
堤
防
が
、
約
６
年

の
歳
月
を
費
や
し
て

完
成
し
た
。
威
容
を

誇
る
巨
石
で
造
ら
れ

た
堤
は
百
間
に
も
及

ぶ
。
過
去
の
決
壊
を

乗
り
越
え
た
住
民
の

悲
願
が
達
成
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
安
心

安
全
な
暮
ら
し
を
も

た
ら
す
だ
ろ
う
。

美み

濃の

～
北
国
間
輸
送
ル
ー
ト
の
対
立
が
激

化
。
中
山
道
～
米
原
港
と
、
春す

い

照じ
ょ
う

宿
～
長

浜
港
だ
。
中
山
道
筋
の
宿
場
か
ら
の
訴
え

を
受
け
、
奉
行
所
は
前
者
の
主
街
道
を
優

先
す
る
よ
う
指
示
す
る
も
、
春
照
経
由
は

距
離
が
短
く
輸
送
コ
ス
ト
が
安
い
た
め
、

効
果
が
上
が
ら
ず
。
港
の
利
権
も
絡
み
、

双
方
譲
ら
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

頻
繁
に
洪
水
が
起
き

る
愛
知
川
。
渡
し
賃

を
払
え
な
い
旅
人
の

相
次
ぐ
事
故
を
受

け
、
こ
れ
を
哀
れ
ん

だ
愛
知
川
宿
の
商
人
・

成
宮
さ
ん
た
ち
が
出

資
し
、
地
域
一
丸
で

橋
を
架
け
る
こ
と
に

な
っ
た
と
の
こ
と
。

渡
り
初
め
式
は
大
変

賑
わ
っ
て
い
た
。

Field report

１
月
14
・
15
日

　

八
幡
左
義
長
祭
（
蒲
生
郡
）　

３
月
3
日

　

茶
碗
祭
（
伊
香
郡
）

３
月
15
日

　

海
津
力
士
祭
（
高
島
郡
）

４
月
1
日

　

大
溝
祭
（
高
島
郡
）

４
月
酉
日
頃

　

各
所
で
村
祭
が
行
わ
れ
て

い
る　

　

サ
ン
ヤ
レ
踊
（
栗
太
郡
、
野

洲
郡
な
ど
）、
ケ
ン
ケ
ト
祭

（
蒲
生
郡
、
甲
賀
郡
な
ど
）

４
月
亥
日

　

日
野
祭
（
蒲
生
郡
）

４
月
午
日
頃

　

八
幡
松
明
祭
（
蒲
生
郡
）

４
月
午
日

　

鍋
冠
祭
（
坂
田
郡
）

４
月
中
の
午
日

　

多
賀
大
社
大
祭
（
犬
上
郡
）

４
月
中
の
申
日

　

山
王
祭
（
滋
賀
郡
）

４
月
中
の
申
日

　

米
原
曳
山
祭
（
坂
田
郡
）

４
月
二
の
申
日

　

水
口
祭
（
甲
賀
郡
）

５
月
端
午
節
句
頃

　

中
野
大
凧
（
神
崎
郡
）

５
月
一の
申
日

　

篠
田
の
花
火
（
蒲
生
郡
）

６
月
14
日

　

大
原
祇
園
祭
（
甲
賀
郡
）

６
月
24
日

　

木
之
本
地
蔵
縁
日（
伊
香
郡
）

７
月
盆

　

各
所
で
江
州
音
頭
の
盆

踊
り
開
催

７
月
頃

　

旱
魃
時
に
甲
賀
郡
や
坂
田

郡
（
伊
吹
山
の
麓
）
な
ど
で
、

雨
乞
い
と
返
礼
の
太
鼓
踊

が
行
わ
れ
る

９
月
10
日

　

大
津
祭
（
滋
賀
郡
）

９
月
15
日

　

長
浜
曳
山
祭
（
坂
田
郡
）

お
ま
つ
り

カ
レ
ン
ダ
ー

※日程は変わる場合があります

愛え

知ち

川が
わ
に
通
行
料

フ
リ
ー
の
橋
が
登
場
！

新登場

街道と港の物流争奪、抜本的な対策を

湖
上
の

経
済
戦
争
の

行
方
は
!?

永
なが
原
はら
御
ご
殿
てん
ついに解体

膳
ぜ
所
ぜ
城に本多氏キャッスルイン！

北
きた
村
むら
季
き
吟
ぎん
氏の古典注釈書が大ヒット

長浜特産「浜ちりめん」の販売に活路

巨大堤防、現る！

お
う
み

歳
時
記

琵琶湖眺望真景図 比良山系部分／大津市歴史博物館蔵

魚
栄
板 

近
江
八
景 

粟
津
晴
嵐 

歌
川
広
重
画
／

大
津
市
歴
史
博
物
館
蔵

「愛智河架橋絵巻」（部分）／愛荘町立歴史文化博物館蔵

原
米

浜
長

照
春

従来のルート
（中山道経由）

現在メインで
使われている
ルート

輸送ルートをとりまく状況

秀
吉
公
の
時
代
か
ら
続

く
「
大
津
百

ひ
ゃ
く

艘そ
う

船せ
ん

」
は
、

湖
南
エ
リ
ア
の
船
仲
間

の
み
が
大
津
港
か
ら
積

み
出
し
を
行
え
る
と
い

う
既
得
権
益
。
諸
藩
の

蔵
屋
敷
が
建
ち
並
ぶ
大

津
港
に
は
大
量
の
米
が

運
ば
れ
る
が
、
片
道
分

の
荷
賃
し
か
稼
げ
な
い

湖
北
の
港
で
は
、
制
度

に
反
発
し
百
艘
船
へ
の

荷
積
み
拒
否
の
ス
ト
ラ

イ
キ
も
起
き
て
い
る
。

規
制
緩
和
改
革
は
な
さ

れ
る
か
。
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RECRUITINFORMATIONRECRUITINFORMATION

若
干
名
の
み
の
募
集
！
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
も
の

に
で
き
る
の
は
あ
な
た
だ
け
。

裏
バ
イ
ト 

山
伏
と
し
て
守
り
札
の
販
売
、

忍
薬
の
売
り
歩
き
。
製
薬
に
詳
し
い
方
歓

迎
。初
期
投
資
や
保
証
金
の
支
払
い
な
し
。

何
ら
か
の
強
制
は
一
切
な
し
。
絶
対
に
稼

げ
ま
す
！！
成
果
次
第
で
、
武
士
身
分
を

獲
得
で
き
る
か
も

！？
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
！
初
心
者
も
手
厚
く

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

甲賀の忍び里より… 仲間と共に仲間と共に立ち上が立ち上が
ろう！ろう！

と　きと　き

ところところ

10 月 14 日早朝10 月 14 日早朝

増税断固反対！生活を守る有志会増税断固反対！生活を守る有志会

甲賀郡森尻村矢川寺甲賀郡森尻村矢川寺

人生を船の上に浮かべましょう！！
ただし、風待ちにより
不定休の点はご容赦ください。

たびたび洪水に見舞われる伊香郡西野村にて、
山を貫いて琵琶湖に抜ける排水トンネル掘削を計画中。
応募は充満寺の第 11 世・恵荘までご連絡ください。

義憤に燃える同志諸君、疾く義憤に燃える同志諸君、疾く
集合せよ！不正検地による増集合せよ！不正検地による増
税は許さない！ほら貝や太鼓税は許さない！ほら貝や太鼓
を打ち鳴らして断固反対のを打ち鳴らして断固反対の
狼煙を上狼煙を上
げよう！げよう！

高温多湿の
夏にぴったり

近江商人の特徴

４地 域それぞ れで 求 人 募 集 中！

MUST ITEM

京
都
周
辺

売る

売る

滋賀県管下近江国六郡物産図説／３／甲賀郡［上］／滋賀県立図書館蔵滋賀県管下近江国六郡物産図説／３／甲賀郡［上］／滋賀県立図書館蔵

吸
湿
性
に
優
れ
た
快
適
生
地
の

織
り
手
に
な
り
ま
せ
ん
か
？　

特
に
農
閑
期
の
稼
ぎ
に

不
安
な
近
隣
の
方
は
、

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

地
元
で
頑
張
り
た
い
方
に
は
、
大
坂
か
ら
仕

入
れ
た
肥
料
を
湖
東
一
円
の
農
村
に
販
売
す

る
お
仕
事
も
あ
り
ま
す
。
地
味
で
す
が
、
ガ
ッ

チ
リ
稼
げ
ま
す
！

成
果
次
第
で
ボ
ー
ナ
ス
の
支
給
あ
り
。

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
で
、
コ
ツ
コ
ツ
と
、
誰

で
も
確
実
に
稼
げ
ま
す
！

顧
客
相
手
の
卸
売
業
が
苦
手
な
方
は
、
醸

造
業
の
経
営
に
従
事
い
た
だ
け
ま
す
。

農
民
身
分
出
身
者
の
場
合
、
勤
務
に
は
管
轄

藩
へ
の
届
け
出
を
済
ま
せ
て
か
ら
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

農
閑
期
の
手
仕
事
に

丸子船　乗組員募集

高
島
ち
ぢ
み

トンネル堀り人足トンネル堀り人足 急募

PR

近
江
出
身
の
大
棟
梁
・

甲こ
う

良ら

宗む
ね

廣ひ
ろ

と
一
緒
に

東
照
大
権
現
様
を
祀
る

社
殿
を
建
て
よ
う
！

実
物
の
モ
デ
ル
は

比
叡
山
麓
の

日
吉
東
照
宮
で
す
。

日光東照宮建築

求
む
、
弟
子
！

弟子募集弟子募集!!!!

PR

PR

PR PR

PR

募
集
職
種 

江
戸
へ

の
行
商
。
蝦
夷
地
で

の
販
路
開
拓
。

応
募
条
件 

読
み
書

き
珠
算
（
そ
ろ
ば

ん
）
／
寺
子
屋
卒
業

程
度
、
江
戸
に
移
住

可
能
な
方

扱
う
品 

萌
黄
の

蚊
帳
、
畳
表
な
ど

募
集
職
種

江
戸
方
面
、
信し

な
の濃

、

上
方
な
ど
で
の
販

売
員
を
大
量
募
集

応
募
条
件 

農
閑
期
の
み
の
短

期 

応
相
談

扱
う
品

絹
・
木
綿
・
麻
な

ど
の
繊
維
製
品
の

織
物
（
高
宮
布
、

野や

洲す

晒さ
ら
しな

ど
）

応
募
条
件 

雪
か
き
を
積
極
的
に
行
え
る

体
力
の
あ
る
方

扱
う
品 

酒
類
、
油
、
し
ょ
う
ゆ
、
味
噌
、

木
綿
、
絹
、
砂
金
、
紅
花
な
ど
多
品
目

募
集
職
種 

南
部
藩
の
お
店
で
、
地
元
特
産

品
（
砂
金
や
紅
花
）
の
仕
入
れ
や
、
江
戸
・

上
方
で
の
販
売
。

急
　
募

京
都
に
開
店
す

る
古
着
・
木
綿

を
扱
う
新
店
舗

の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
ス
タ
ッ
フ

応
募
条
件 

上
野
国
・
下
野
国
方
面
な
ど
へ

の
転
居
が
可
能
な
方
、
醸
造
関
連
の
職
歴

が
あ
る
方
は
優
遇
し
ま
す
。

福
利
厚
生  

日
野
大
当
番
仲
間
に
所
属
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
売
掛
金
回
収
は
保

証
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
東
海
道
や
中
山
道

の
各
宿
場
に
定
宿
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
で

仲
間
と
の
情
報
交
換
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。

扱
う
品 

日
野
椀
、
万
病
感
応
丸
、
酒
・

し
ょ
う
ゆ
・
味
噌
の
醸
造
業
な
ど

あ
こ
が
れ
の
江
戸
へ
！

　
　
北
の
大
地・蝦え

夷ぞ

へ
！！ 

第
一
次
産
業
か
ら

第
三
次
産
業
へ
転
身

特
産
織
物
の
売
り
歩
き

！！

大
ヒ
ッ
ト「
万ま

ん

病び
ょ
う

感か
ん

応の
う

丸が
ん

」

を
全
国
に
届
け
る
！

雪
深
い
み
ち
の
く
を

拠
点
に
あ
き
な
う

八は
ち

幡ま
ん

日ひ

野の

五ご

箇か

荘し
ょ
う

高た
か

島し
ま

な
り
た
い
自
分
に
な
れ
る
時
代
が
来
る

！？

リ
ク
ル
ー
ト

情 

報

天秤棒ルックで
商いの旅へ！　

商品は馬や船で別送するの
で、重い荷物を自分で運
ぶ心配なし。

効率の良さが売り！

商品を売った先でもご当地
品を買い付け、京都周辺で
売る「のこぎり商い」シス
テムにより、賢く稼げます。

支店同士で連携！

各地に支店がある場合
は、それぞれの支店同
士で商品を送りあうこと
で、需要のある場所で
商品を販売。この最新
商法「産物廻し」で、よ
り多くの儲けが出ます！

き
み
も
今
日
か
ら

き
み
も
今
日
か
ら

近
江
商
人
！

近
江
商
人
！

知
ら
な
い
町
を
旅
し
て
み
た
い
、

た
く
さ
ん
の
人
と
交
流
し
て
み
た
い
、

故
郷
に
錦
を
飾
り
た
い
、

そ
ん
な
夢
が
叶
う
か
も
！？

毎
年
業
績
拡
大
で
大
注
目
の

近
江
商
人
へ
の
就
職
が
お
ス
ス
メ
！

Let’ｓ陰徳善事！Let’ｓ陰徳善事！

近
江

買い付け

産
物
廻
し

産
物
廻
し

A
支
店

B
支
店

C
支
店
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「国友一貫斎関係資料」「国友一貫斎関係資料」
提供：長浜城歴史博物館提供：長浜城歴史博物館

人
が
空
を
飛
ぶ
って
え
？

ず
いぶ
ん
と
大
仰
な
夢
が

あ
った
も
ん
だ
ね
え

う
ち
の
村
に
も
シ
シ
垣

欲
し
く
な
っ
ち
ゃった

威
し
鉄
砲
の

　

時
期
だ
って
さ

う
る
さ
くって

　
か
な
わ
ないよ

※高島郡小川村の私塾・藤樹書院では、先生のお話を直接聞くことができます。 滋賀郡瀬田川／
滋賀県立図書館蔵

（公財）藤樹書院所蔵

高
島
郡
の
海
津
、
西
浜
、
知
内

周
辺
で
大
波
に
よ
る
家
屋
・
街

道
の
被
害
多
発
！
地
域
の
方
々

の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
、

湖
岸
に
石
積
み
を
築
造
中
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
と
も
に
汗

を
流
そ
う
！
代
官
・
西
与
一
左

衛
門
ま
で
。

次
の
石
を
積
む
の
は

　
　
　
　
　
君
だ
！

父
が
生
前
は
、
各
所
に
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、

浅
井
郡
の
小
室
藩
に
菩
提
寺
を
建
立

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生
前
、

父
が
好
ん
だ
各
地
の
庭
園
を
も
と
に
、

新
た
に
作
庭
の
計
画
も
ご
ざ
い
ま
す
。

庭
が
公
開
さ
れ
た
あ
か
つ
き
に
は
、

ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
父
の
名
を
騙か

た

っ
た
パ
チ
モ
ン

の
庭
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

ま
だ
見
ぬ
巨
万
の
富
を
求
め
て

安
南
に
渡
り
ま
し
た
が
、
日
本
は

鎖
国
し
、
帰
国
す
る
こ
と
が
叶
わ

な
く
な
り
ま
し
た
。
せ
め
て
故
郷

の
日ひ

牟む

禮れ

八
幡
宮
に
、
我
が
雄
姿

を
描
い
た
絵
馬
を
奉
納
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
西
村
太
郎
右
衛
門
拝
。

湖
北
に
あ
る
ワ
シ
ら
の
家
や
田

ん
ぼ
が
水
に
つ
か
る
の
は
、
琵

琶
湖
の
水
の
出
口
が
瀬
田
川
し

か
な
い
か
ら
じ
ゃ
！
瀬
田
川
の

水
の
流
れ
を
良
く
す
る
た
め
に

川
底
の
土
砂
を
取
り
除
け
ば
、

洪
水
災
害
を
防
げ
る
は
ず
!!
一

緒
に
川
ざ
ら
え
を
行
い
、
洪
水

か
ら
村
を
守
ろ
う
で
は
な
い

か
！ 

詳
細
お
問
い
合
わ
せ
は
高

島
郡
深
溝
村
の
庄
屋
・
藤
本
太

郎
兵
衛
へ
。

小こ

堀ぼ
り

遠え
ん

州し
ゅ
う

の

　
　
　
　
　
息
子
よ
り

安ベ
ト
ナ
ム南

よ
り

　
愛
を
こ
め
て

琵
琶
湖
の
水
は
、

　
　
　
　
　
止
め
な
い
！

　
　
　
　

形
、
色
、
な
ん
か

　
　
　

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
て

　
　

る
？
と
思
っ
た
ら
、
木き

の

内う
ち

石せ
き

亭て
い

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
！
す
ぐ
に
引
き
取
り
に
行

き
ま
す
！
謝
礼
は
20
文
～
。

栗
太
郡
北
山
田
の
自
宅
に
て

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
公
開
中
！

珍
し
い
石
、

　
　
　
　
　
求
む
! !

空
を
飛
ぶ
ひ
こ
う
き
を
作
り
ま
す

空
を
飛
ぶ
ひ
こ
う
き
を
作
り
ま
す
!!!!

す
で
に
図
面
は
完
成
し
て
い
ま
す
が
、

す
で
に
図
面
は
完
成
し
て
い
ま
す
が
、

材
料
を
買
う
費
用
が
あ
り
ま
せ
ん
。

材
料
を
買
う
費
用
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
協
賛

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
協
賛

金
を
募
り
ま
す
！

金
を
募
り
ま
す
！

夢
の
空
へ
！

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

私
が
彫
る
仏
様
は
、
最
近
「
円え

ん

空く
う

仏ぶ
つ

」

と
評
判
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、
造

仏
依
頼
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ

の
度
、
伊
吹
山
で
の
修
行
拠
点
と
し

た
太
平
寺
で
、
十
一
面
観
音
立
像

を
彫
り
上
げ
ま
し
た
。
目
標
と
す
る

「
12
万
体
の
造
仏
」
に
は
ま
だ
ま
だ

至
っ
て
い
な
い
の
で
、
ま
た
諸
国
を

行
脚
し
て
き
ま
す
。

立
木
の
ま
ま
で
も

仏
を
彫
れ
ま
す
！

ふ
る
さ
と
へ
～

　
北き

た

村む
ら

季き

吟ぎ
ん

筆

江
戸
に
移
り
住
ん
で
幾
年
が
経
っ

た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
い
つ
の
日

か
故
郷
の
野
洲
郡
北
村
に
帰
る
日

を
夢
見
て
、
幕
府
に

仕
え
な
が
ら
公
方
様
に

和
歌
を
教
え
る
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。

鉄
砲
の
不
正
所
持
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

許
可
を
得
た
村
人
が
空
砲
を
撃
ち
ま

す
。
最
近
、
騒
音
の
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
る
の
で
す
が
、
害
獣
か
ら
作
物
を

守
る
た
め
な
の
で
、
ご
理
解
と
ご
承

知
お
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
威お

ど

し
鉄
砲
」

　
　
実
施
の
お
知
ら
せ

猪
や
鹿
に
田
畑
が
食
い
荒
ら

さ
れ
て
困
っ
て
お
り
ま
す
。

少
し
前
、
滋
賀
郡
荒
川
村
の

方
で
石
垣
を
つ
く
っ
て
対
策

し
た
と
聞
き
ま
し
た
。
ど
な

た
か
詳
し
い
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
、
伊
吹
山
麓
の
峠
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

情
報
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

求
む
！

シ
シ
垣
情
報

大
切
な
こ
と
は
、
誰
も
が
生
ま
れ

な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
「
良

り
ょ
う

知ち

」

の
心
を
、
常
に
言
動
に
あ
ら
わ
す

こ
と
で
す
。
和
や
か
な
顔
で
、
温

か
い
言
葉
で
話
し
、
優
し
く
見
つ

め
、
心
を
傾
け
て
よ
く
聴
き
、
相

手
を
理
解
し
思
い
や
り
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
が
「
五ご

事じ

（
貌
言
視
聴
思
）

を
正
す
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

【
第
２
回
】
の
テ
ー
マ
は
…

知ち

行こ
う

合ご
う

一い
つ

の
ス
ス
メ

次
回
も
お
楽
し
み
に
！

自
分
の
よ
い
心
を

言
葉
と
行
動
に
す
る
べ
し

「
人
生
の
目
的
は
利
得
で
は
な
い
。

 

正
直
で
あ
る
、
正
義
で
あ
る
。」

本
日
の
お
言
葉

力
自
慢
の

俺
た
ち
の
出
番
だ
！

陽よ
う

明め
い

学が
く

っ
て
な
ん
だ
ろ
う
。

第 1 回

 

ち
ょ
っ
と
教
え
て
！

 

藤と
う 

樹じ
ゅ 

先 
生

1603 1868なん
でも発信！

読者
投稿

コーナー

次回予告

3131 3030



江
戸
時
代
は
、
庶
民
で
も
安
全
に
全
国

を
旅
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
。お

伊
勢
参
り
を
は
じ
め
と
し
た
空
前
の

旅
行
ブ
ー
ム
が
巻
き
起
こ
り
、
生
き
生

き
と
し
た
暮
ら
し
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

旅
行
雑
誌
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
当
冊
子

は
、
今
に
つ
な
が
る
豊
か
な
文
化
が
各

地
で
育
ま
れ
た「
滋
賀
県
の
江
戸
時
代
」

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
企

画
し
ま
し
た
。「
江
戸
時
代
っ
て
面
白

い
！
」
と
思
わ
れ
た
ら
、
ぜ
ひ
歴
史
の

真
実
を
探
求
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

○
○
○
○ 

　

こ
の
人
物
・
事
物
な
ど
に
つ
い
て
、

も
っ
と
知
り
た
い
場
合
に
お
す
す

め
の
施
設
・
博
物
館
な
ど
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

※
こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
施
設
等
は
、
事

前
予
約
が
必
要
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
休
館
日
・
入
場
料
等
を
ご
確
認
の

上
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

P
2
3  

W
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

国
友
一
貫
斎
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
長
浜

城
歴
史
博
物
館
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◆
井
伊
直
弼 

彦
根
城
博
物
館
、
開
国
記
念
館
、

　

埋
木
舎
（
彦
根
市
）

◆
国
友
一
貫
斎

国
友
鉄
砲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
長
浜
市
）　

P
4
5  

彦
根
城 

玄
宮
園
図
以
外
の
挿
絵
は
、
上
田
道
三

氏
の
記
録
画
な
ど
。
上
田
氏
は
昭
和
に

絵
図
や
古
文
書
の
調
査
、
聞
き
取
り
な

ど
を
通
し
て
江
戸
時
代
の
彦
根
城
や
城
下

町
の
姿
な
ど
を
絵
画
で
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

（
P
19
の
今
津
宿
の
挿
絵
に
も
使
用
。）

彦
根
藩
家
中
法
度
や
城
下
町
の
ル
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
な
ど
か

ら
抜
粋
し
、
意
訳
。

◆
彦
根
城

彦
根
城
、
彦
根
城
博
物
館
、

　

開
国
記
念
館
（
彦
根
市
）

P
6
7  

西
国
三
十
三
所
観
音
巡
礼 

各
札
所
の
浮
世
絵
は
『
観
音
霊
験
記
』
よ

り
。
石
山
寺
の
み
歌
川
房
種
『
近
江
八
景 

石
山
秋
月
』。

落
書
き
の
挿
話
は
、
重
要
文
化
財
「
長
命

寺
文
書
」
の
「
楽
書
誤
証
文
」
を
参
考
に

創
作
。

〈
竹
生
島
〉
現
在
、
長
浜
港
、
今
津
港
、

彦
根
港
か
ら
定
期
船
が
出
港
（
冬
期
運
休

あ
り
）。
竹
生
島
と
長
命
寺
を
結
ぶ
定
期

航
路
は
現
在
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
長
命
寺
〉
周
辺
が
昭
和
に
干
拓
さ
れ
る
ま

で
、
琵
琶
湖
に
浮
か
ぶ
島
に
あ
り
ま
し
た
。

〈
観
音
正
寺
〉
人
魚
の
ミ
イ
ラ
は
、
火
災

に
よ
り
滅
失
し
た
た
め
、
現
在
は
見
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

P
8
11  

H
O
W 

T
O 

街
道
ト
リ
ッ
プ 

江
戸
時
代
に
発
行
さ
れ
た
旅
行
指
南
書
で

あ
る
『
旅
行
用
心
集
』（
八
隅
蘆
菴
著
）

の
内
容
を
参
考
に
作
成
。
江
戸
時
代
と
現

代
の
旅
の
注
意
事
項
は
似
通
っ
て
い
る
も

の
も
多
く
、
大
変
興
味
深
い
も
の
で
す
。

P
12
13  

近
江
旅 

最
旬
ガ
イ
ド 

北
国
脇
往
還
、
御
代
参
街
道
、
朝
鮮
人
街

道
、
西
近
江
路
の
名
称
は
、
明
記
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
の
は
明
治
以
降
の
た
め
、
使

用
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
北
国
街
道
に
つ
い

て
は
、
江
戸
時
代
に
は
北
国
道
や
北
陸
道

な
ど
と
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
分
か
り

や
す
さ
の
た
め
に
「
北
国
街
道
」
を
採
用
。

琵
琶
湖
の
絵
（
内
湖
含
む
）
と
街
道
の
位

置
は
、
天
保
国
絵
図
を
参
考
に
作
成
。

P
14
24  

街
道
紹
介 

人
物
や
風
景
・
事
物
な
ど
の
カ
ッ
ト
は
、

滋
賀
県
や
該
当
の
場
所
・
事
物
の
も
の
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

P
16
17  

草
津
宿
・
大
津
宿

う
ば
が
も
ち
［
五
雲
亭
貞
秀
画
「
東
海
道

五
十
三
次
正
景
」（
部
分
）］
は
、
草
津
市

立
草
津
宿
街
道
交
流
館
よ
り
画
像
提
供
。

同
館
に
は
街
道
全
般
に
つ
い
て
や
「
急
が

ば
回
れ
」
ル
ー
ト
選
択
へ
の
助
言
な
ど
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

P
22
23 

高
宮
宿
・
愛
知
川
宿
・
多
賀
大
社

多
賀
大
社
の
案
内
は
、
多
賀
大
社
参
詣
曼

荼
羅
（
江
戸
時
代
）
を
元
に
作
成
。
江
戸

時
代
は
こ
う
い
っ
た
参
詣
曼
荼
羅
も
使
い

な
が
ら
、
全
国
で
布
教
活
動
が
行
わ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

 

◆
各
宿
場

※
今
も
当
時
の
面
影
が
残
っ
て
い
ま
す
。

【
東
海
道
】

土
山
宿
（
甲
賀
市
）

土
山
歴
史
民
俗
資
料
館
、

　

東
海
道
伝
馬
館

水
口
宿
（
甲
賀
市
）

水
口
歴
史
民
俗
資
料
館
、

　

水
口
城
資
料
館

石
部
宿
（
湖
南
市
）

東
海
道
石
部
宿
歴
史
民
俗
資
料
館

梅
の
木
・
目
川
立
場
（
栗
東
市
）

栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館

草
津
宿
（
草
津
市
）

草
津
宿
街
道
交
流
館

大
津
宿
（
大
津
市
）

大
津
市
歴
史
博
物
館
、

　

大
津
百
町
館
、大
津
祭
曳
山
展
示
館

【
中
山
道
】

柏
原
宿
（
米
原
市
）

柏
原
宿
歴
史
館

醒
井
宿
（
米
原
市
）

醒
井
宿
資
料
館

番
場
宿
（
米
原
市
）

番
場
資
料
館

愛
知
川
宿
（
愛
荘
町
）

愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館

守
山
宿
（
守
山
市
）

中
山
道
街
道
文
化
交
流
館

【
北
国
街
道
】

木
之
本
宿
（
長
浜
市
）

き
の
も
と
交
遊
館

長
浜
宿
（
長
浜
市
）

長
浜
城
歴
史
博
物
館
、

　

長
浜
曳
山
博
物
館

春
照
宿
（
米
原
市
）

伊
吹
山
文
化
資
料
館

【
そ
の
他
】

八
幡
（
近
江
八
幡
市
）

近
江
八
幡
市
立
資
料
館

全
体

琵
琶
湖
博
物
館
（
草
津
市
）

各
宿
場
近
隣
の
図
書
館
の
「
郷

土
資
料
」
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
も

調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
今
も
見
ら
れ
る
ス
ポ
ッ
ト

街
道
沿
い
や
宿
場
な
ど
を
中
心

に
、
江
戸
時
代
か
ら
残
さ
れ
て
お

り
、
今
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

※
社
寺
以
外
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

P
14
15 

土
山
宿
・
水
口
宿
・
石
部
宿

万
人
講
常
夜
燈
、土
山
宿
本
陣
跡
、

　

横
田
川
常
夜
燈
（
甲
賀
市
）、

　

ウ
ツ
ク
シ
マ
ツ
自
生
地
（
湖
南

市
）、
史
跡
旧
和
中
散
本
舗
（
栗

東
市
／
春
秋
特
別
公
開
）

P
16
17 

草
津
宿
・
大
津
宿

史
跡
草
津
宿
本
陣
、
追
分
道
標
、

非
現
地
に
足
を
運
ん
で
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

赤
玉
神
教
丸
：
有
川
製
薬
株
式
会
社

　
（
彦
根
市
鳥
居
本
）

う
ば
が
も
ち
：
う
ば
が
も
ち
や

　
（
本
店
・
草
津
市
）
※
現
在
、
姥
が
餅

焼
の
器
で
は
提
供
し
て
い
ま
せ
ん
。

小
幡
人
形
：
小
幡
人
形
・
細
居
源
悟

　
（
東
近
江
市
五
個
荘
）

木
珠
（
高
級
木
製
数
珠
玉
）：
株
式
会

社
カ
ワ
サ
キ
（
近
江
八
幡
市
八
幡
）

か
に
が
坂
飴
：
江
州
蟹
が
坂 

八
ッ
割
飴

協
同
組
合
謹
製
（
甲
賀
市
土
山
）

桑
酒
：
山
路
酒
造
有
限
会
社

　
（
長
浜
市
木
之
本
）
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近
江
い
ま
ど
き
N
E
W
S 

※
一
部
『
12
歳
か
ら
学
ぶ
滋
賀
県
の
歴
史
』（
滋
賀

県
中
学
校
教
育
研
究
会
社
会
科
部
会
編
／
サ
ン

ラ
イ
ズ
出
版
）
な
ど
を
参
考
に
作
成
。

〈
松
尾
芭
蕉
〉（『
観
音
霊
験
記 

岩
間
寺
』）

文
中
の
「
経
塚
」
は
、
現
在
の
「
竜
が
丘

俳
人
墓
地
」。
経
塚
の
周
り
に
、
芭
蕉
の

門
人
17
人
の
墓
が
車
座
に
並
ん
で
い
ま
す
。

◆
松
尾
芭
蕉

義
仲
寺
、
幻
住
庵
（
大
津
市
）

〈
赤
玉
神
教
丸
〉

ヒ
ッ
ト
商
品
が
出
る
と
、
類
似
品
や
コ
ピ
ー

品
が
出
回
り
、
そ
の
取
締
り
の
イ
タ
チ
ご
っ

こ
と
な
る
の
は
今
も
昔
も
同
じ
。
現
在

も
絵
に
描
か
れ
た
当
時
と
同
じ
場
所
に
あ

る
、
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
重
要
文
化

財
の
主
屋
で
薬
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

〈
朝
鮮
通
信
使
〉（「
琵
琶
湖
図
」
は
、
ユ

　

矢
橋
港
跡
（
草
津
市
）、
石
場
と

小
舟
入
の
常
夜
燈
（
大
津
市
）

P
18 

北
国
街
道

柳
ヶ
瀬
関
守
の
門
、
旧
四
居
家

住
宅
、
西
野
水
道
（
長
浜
市
）

P
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北
国
海
道

海
津
・
西
浜
・
知
内
の
石
積
み
、

藤
樹
書
院
、
大
溝
陣
屋
総
門
（
高

島
市
）、
坂
本
［
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
（
以
下
重
伝

建
）］、百
間
堤
、シ
シ
垣（
大
津
市
）

P
20
21
柏
原
宿
・
醒
井
宿
・
番
場

宿
・
鳥
居
本
宿

居
醒
の
清
水
、
醒
井
宿
資
料
館

（
問
屋
場
）（
米
原
市
）、
有
川

家
住
宅
、
中
山
道
・
彦
根
道
分

岐
道
標
、河
原
町
芹
町
地
区
（
重

伝
建
）（
彦
根
市
）

P
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高
宮
宿
・
愛
知
川
宿
・

　

多
賀
大
社

高
宮
宿
常
夜
灯
（
彦
根
市
）、
飯

盛
木
（
多
賀
町
）、
五
個
荘
金
堂

（
重
伝
建
）（
東
近
江
市
）

P
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武
佐
宿
・
守
山
宿
・
八
幡

今
宿
一
里
塚
、
大
庄
屋
諏
訪
家
屋

敷
（
守
山
市
）、
八
幡
（
重
伝
建
）、

旧
西
川
家
住
宅
、
旧
伴
家
住
宅
、

八
幡
堀
（
重
要
文
化
的
景
観
）（
近

江
八
幡
市
）

P
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今
旬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

江
戸
時
代
か
ら
の
伝
統
を
つ
な
ぎ
、
今
も

作
ら
れ
て
い
る
名
品
を
紹
介
。
オ
ン
ラ
イ
ン

販
売
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
是

ネ
ス
コ
世
界
の
記
憶
「
朝
鮮
通
信
使
に
関

す
る
記
録
」
の
構
成
物
件
）

朝
鮮
通
信
使
は
、
主
に
将
軍
の
代
替
わ
り

や
世
継
ぎ
の
誕
生
に
際
し
て
、
計
12
回
来

日
し
ま
し
た
。

彦
根
藩
は
朝
鮮
通
信
使
の
接
待
役
と
し

て
、
宗
安
寺
で
一
行
を
も
て
な
し
て
い
ま
し

た
。
長
浜
市
出
身
の
雨
森
芳
洲
は
対
馬
藩

に
出
仕
し
、
対
朝
鮮
外
交
を
担
当
し
、
朝

鮮
通
信
使
の
通
訳
と
し
て
2
回
同
行
し
ま

し
た
。
芳
洲
は
「
誠
信
の
交
わ
り
」
を
説

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
際
交
流
の
基

本
は
互
い
に
欺
か
ず
争
わ
ず
、
真
実
を
以

て
交
わ
る
、
と
い
う
意
味
で
、
現
代
に
も

通
用
す
る
も
の
で
す
。

◆
朝
鮮
通
信
使

宗
安
寺
（
彦
根
市
）、

　

旧
伴
家
住
宅
（
近
江
八
幡
市
）

◆
雨
森
芳
洲

東
ア
ジ
ア
交
流
ハ
ウ
ス
雨
森
芳
洲
庵

　
（
長
浜
市
）

〈
街
道
と
港
の
物
流
争
奪
〉

次
の
「
湖
上
の
経
済
戦
争
」
も
含
め
、
い

か
に
利
益
を
出
す
か
、
江
戸
時
代
の
商
人

ら
が
生
き
生
き
と
活
躍
し
て
い
た
様
子
が

記
録
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
。

〈
湖
上
の
経
済
戦
争
〉

◆
大
津
百
艘
船

大
津
市
歴
史
博
物
館
（
大
津
市
）

〈
永
原
御
殿
〉

滋
賀
県
に
は
、
将
軍
の
休
泊
所
で
あ
る
御
茶

屋
御
殿
が
４
か
所
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
朝
鮮

人
街
道
に
永
原
御
殿
、
伊
庭
御
殿
（
東
近
江

市
）、
東
海
道
に
水
口
御
殿
（
甲
賀
市
）、
中

山
道
に
柏
原
御
殿
（
米
原
市
）
で
す
。
将
軍

の
上
洛
は
３
代
家
光
を
最
後
に
中
断
し
た
た

注
釈
集
〜
こ
ぼ
れ
話
〜

凡
例
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め
、
い
ず
れ
も
実
際
に
使
わ
れ
た
数
は
数
え

る
ほ
ど
で
、
水
口
御
殿
以
外
は
1
6
8
0

年
代
に
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
水
口
御
殿
に

つ
い
て
は
、
1
6
3
4
年
に
築
か
れ
た
水

口
藩
の
城
に
機
能
が
移
管
さ
れ
た
た
め
、
そ

れ
に
伴
い
廃
止
。

永
原
御
殿
の
建
物
は
、
浄
専
寺
表
門
（
野
洲

市
）
や
芦
浦
観
音
寺
書
院
（
草
津
市
）
と

し
て
移
築
さ
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
永
原
御
殿

野
洲
市
歴
史
民
俗
博
物
館
（
野
洲
市
）

〈
膳
所
城
〉

膳
所
城
の
跡
地
は
現
在
は
公
園
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
城
に
使
わ
れ
て
い
た
門
は
、

周
辺
の
社
寺
に
移
築
さ
れ
て
い
ま
す
。（
膳

所
神
社
、
篠
津
神
社
、
鞭
崎
神
社
な
ど
）

◆
膳
所
藩
・
膳
所
城

大
津
市
歴
史
博
物
館
、
膳
所
藩
資
料
館
、

　

大
津
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
大
津
市
）

〈
巨
大
堤
防
〉

大
津
市
大
物
に
て
「
百
間
堤
」
と
い
う
名

称
で
、
今
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
お
ま
つ
り
カ
レ
ン
ダ
ー
〉

江
戸
時
代
に
行
わ
れ
て
い
た
旧
暦
の
日
程

で
掲
載
し
て
い
ま
す
（
で
き
る
範
囲
で
確

認
し
た
も
の
で
す
）。
現
在
の
開
催
日
程
と

は
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

P
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リ
ク
ル
ー
ト
情
報 

※
掲
載
し
て
い
る
カ
ッ
ト
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

◆
近
江
商
人

八
幡
（
近
江
八
幡
市
）

近
江
八
幡
市
立
資
料
館
、
西
川
文
化
財
団

五
箇
荘
（
東
近
江
市
）

近
江
市
近
江
商
人
博
物
館
、
近
江
商
人

屋
敷
、
近
江
商
人
郷
土
館

日
野
（
日
野
町
）

近
江
日
野
商
人
館
、
日
野
ま
ち
か
ど
感

応
館
、近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館
「
旧

山
中
正
吉
邸
」

そ
の
他
・
湖
東
商
人

豊
郷
町
先
人
を
偲
ぶ
館
、
豊
会
館
・
又

十
屋
敷
、
豊
郷
小
学
校
旧
校
舎
群
、
伊

藤
忠
兵
衛
記
念
館
（
豊
郷
町
）、
滋
賀

大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
（
彦
根
市
）

〈
日
光
東
照
宮
建
築 

弟
子
募
集
！！
〉

家
康
に
仕
え
、
名
築
城
家
と
し
て
知
ら
れ

る
藤
堂
高
虎
は
、
甲
良
宗
廣
と
同
じ
甲
良

町
の
出
身
。
日
光
東
照
宮
の
大
造
替
の
際

に
は
、
高
虎
が
同
郷
の
宗
廣
を
呼
び
寄
せ
、

大
棟
梁
（
責
任
者
）
に
し
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
甲
良
氏
は
代
々
幕
府

大
棟
梁
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◆
甲
良
宗
廣

甲
良
豊
後
守
宗
廣
記
念
館
（
甲
良
町
）

〈
丸
子
船
〉

丸
子
船
は
琵
琶
湖
の
水
運
を
担
っ
た
和
船
。

主
に
1
5
0
～
1
8
0
石
積
み
の
小
型
・

中
型
の
船
で
、
江
戸
時
代
に
は
1
3
0
0

艘
以
上
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
北
淡

海
・
丸
子
船
の
館
と
道
の
駅 

塩
津
海
道

あ
ぢ
か
ま
の
里
（
長
浜
市
）
で
は
本
物
の

丸
子
船
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
琵
琶
湖
博

物
館
（
草
津
市
）
で
は
復
元
し
た
丸
子
船　

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
ト
ン
ネ
ル
掘
り
〉

滋
賀
県
指
定
文
化
財
「
西
野
水
道
」
と
し

て
残
さ
れ
て
お
り
、
手
掘
り
の
水
道
を
琵

琶
湖
ま
で
通
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

長
靴
と
懐
中
電
灯
が
必
須
（
入
り
口
に
無

料
貸
出
が
あ
り
ま
す
）。

〈
仲
間
と
共
に
立
ち
上
が
ろ
う
〉

天
保
の
飢
饉
の
時
に
発
生
し
た
百
姓
一
揆
か

ら
創
作
。
甲
賀
郡
、
野
洲
郡
、
栗
太
郡
の

総
勢
約
４
万
人
の
規
模
だ
っ
た
と
も
言
わ

れ
、
指
導
者
の
犠
牲
を
出
し
な
が
ら
も
、

年
貢
の
増
税
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
、

農
民
が
勝
利
を
得
た
全
国
で
唯
一
の
一
揆
で

す
。
野
洲
市
、
湖
南
市
、
甲
賀
市
に
天
保

義
民
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
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読
者
投
稿 

〈
珍
し
い
石
〉

日
本
考
古
学
の
祖
、
鉱
物
学
の
祖
な
ど
と
も

言
わ
れ
る
木
内
石
亭
は
、「
石
の
長
者
」
と

呼
ば
れ
、
自
宅
で
収
集
し
た
奇
石
（
鉱
物
、

化
石
、
石
器
類
な
ど
）
を
公
開
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
日
本
初
の
常
設
博
物
館
は
人
気
を

博
し
、『
東
海
道
名
所
図
会
』
に
も
紹
介
さ

れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
数
千
点

に
及
ぶ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
石
亭
の
没
後
、
散

逸
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
分
類
ご
と
に
石

を
紹
介
し
た
著
作
の
『
雲
根
志
』
で
功
績

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
守
山
市
の
本
像

寺
に
石
亭
の
墓
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、江
戸
時
代
は
博
物
学
が
盛
ん
で
、「
本

草
学
」
や
「
物
産
学
」
と
呼
ば
れ
、動
物
（
哺

乳
類
、
鳥
類
、
魚
類
、
昆
虫
な
ど
）、
植
物
、

鉱
物
な
ど
を
ま
と
め
た
書
物
が
た
く
さ
ん
出

版
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
蝦
夷
地

探
検
家
と
し
て
知
ら
れ
る
近
藤
重
蔵
は
晩
年

を
大
溝
藩
（
高
島
市
）
で
過
ご
し
、
そ
の
時

に
滋
賀
県
の
植
物
図
鑑
で
あ
る
『
江
州
本

草
』
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
現
存
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
墓
が
高
島
市

勝
野
の
瑞
雪
院
に
あ
り
ま
す
。

〈
小
堀
遠
州
〉

作
庭
家
や
茶
人
と
し
て
名
高
い
小
堀
遠
州

は
故
郷
の
小
堀
村
近
く
に
開
か
れ
た
小
室

藩
初
代
藩
主
と
な
り
ま
す
が
、
六
代
目
藩

主
の
時
に
小
室
藩
は
改
易
（
取
り
潰
し
）

さ
れ
ま
し
た
。
小
堀
家
の
菩
提
寺
で
あ
る

近
江
孤
蓬
庵
は
、
小
室
藩
陣
屋
跡
地
近
く

に
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
む
禅
寺
で
す
。

〈
夢
の
空
へ
〉

国
友
一
貫
斎
は
飛
行
機
「
阿
鼻
機
流
」
の

設
計
を
し
ま
し
た
。
航
空
力
学
上
飛
行
で

き
る
構
造
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
内
最

古
の
飛
行
機
図
面
で
す
。

〈
安
南
〉

西
村
太
郎
右
衛
門
は
八
幡
出
身
の
近
江
商

人
。
20
歳
の
時
に
朱
印
船
で
長
崎
か
ら
ベ

ト
ナ
ム
に
渡
り
、
25
年
後
、
長
崎
に
帰
国

し
た
と
き
に
、
鎖
国
に
よ
り
上
陸
が
許
さ

れ
な
か
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
世
界
で

活
躍
し
た
近
江
商
人
の
一
人
で
す
。

〈
琵
琶
湖
の
水
〉

琵
琶
湖
に
は
1
0
0
本
以
上
の
川
か
ら

水
が
流
入
し
て
い
ま
す
が
、
出
て
い
く
河

川
は
瀬
田
川
の
1
本
だ
け
。
瀬
田
川
と

大
戸
川
が
合
流
す
る
南
郷
付
近
で
は
、
地

殻
変
動
の
影
響
で
川
底
が
上
が
っ
た
と
こ

ろ
に
土
砂
が
流
入
す
る
た
め
、川
が
詰
ま
っ

た
状
態
と
な
り
、
そ
の
結
果
琵
琶
湖
の
水

位
が
上
昇
し
て
湖
岸
の
集
落
が
度
々
洪
水

被
害
に
遭
っ
て
い
ま
し
た
。
琵
琶
湖
の
北

方
、
高
島
市
新
旭
町
の
人
び
と
が
水
害
の

要
因
に
気
づ
き
、
防
災
対
策
を
し
よ
う
と

し
た
の
で
す
。
瀬
田
川
の
川
浚
え
を
行
っ

た
藤
本
太
郎
兵
衛
は
、
3
代
に
わ
た
っ
て

要
望
を
繰
り
返
し
、
川
浚
え
を
実
行
し
ま

し
た
。
そ
の
功
績
を
称
え
る
銅
像
が
故
郷

の
湖
岸
に
立
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
現
在
の
琵
琶
湖
の
水
位
は
、
江
戸
時

代
よ
り
も
1
ｍ
ほ
ど
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
円
空
仏
〉

円
空
は
滋
賀
県
に
縁
が
あ
り
、
伊
吹
山
で

修
験
道
の
修
行
を
し
、
三
井
寺
で
教
え
を

受
け
ま
し
た
。
県
内
で
は
三
井
寺
（
大
津

市
）、
大
平
観
音
堂
（
拝
観
休
止
中
）、
光

明
院
（
米
原
市
）
に
円
空
仏
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
掲
載
の
絵
は
、
江
戸
時
代
に
発

行
さ
れ
た
『
近
世
畸
人
伝
』
で
、
円
空
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
挿
絵
で
す
。

〈
シ
シ
垣
〉

江
戸
時
代
も
現
在
も
、
田
畑
で
の
獣
害
対

策
は
悩
み
の
種
。
江
戸
時
代
に
そ
の
対
処

法
と
し
て
造
ら
れ
た
の
が
シ
シ
垣
で
す
。

長
さ
は
数
百
ｍ
か
ら
数
ｋｍ
に
及
ぶ
も
の
も

あ
り
、
高
さ
は
１
～
1.5
ｍ
、
造
り
は
石
垣
、

土
塁
、
竹
柵
や
木
柵
な
ど
で
、
石
積
の
場

合
幅
1
ｍ
以
上
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
今

も
県
内
各
地
に
残
さ
れ
た
一
部
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

〈
北
村
季
吟
〉

北
村
季
吟
は
初
代
歌
学
方
と
し
て
幕
府
に

仕
え
、
以
後
、
北
村
家
が
歌
学
方
を
務
め

ま
し
た
。

〈
次
の
石
〉

高
島
の
湖
岸
の
石
積
み
の
風
景
は
、「
高
島
市

海
津
・
西
浜
・
知
内
の
水
辺
景
観
」
と
し
て
、

重
要
文
化
的
景
観
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

〈
藤
樹
先
生
〉

近
江
聖
人
と
言
わ
れ
た
中
江
藤
樹
は
、
中

国
の
王
陽
明
の
思
想
で
あ
る
陽
明
学
を
学

び
、
実
践
的
道
徳
で
あ
る
知
行
合
一
を
重

ん
じ
ま
し
た
。
故
郷
で
私
塾
を
開
設
し
、

大
塩
平
八
郎
な
ど
多
く
の
人
々
に
教
え
を

伝
え
ま
し
た
。

◆
中
江
藤
樹

近
江
聖
人
中
江
藤
樹
記
念
館
、

　

藤
樹
書
院
（
高
島
市
）

掲
載
の
カ
ッ
ト
（
絵
）
に
つ
い
て

主
な
引
用
元
を
紹
介
し
ま
す
。

『
東
海
道
名
所
図
会
』

『
近
江
名
所
図
会
』

『
滋
賀
県
管
下
近
江
国
六
郡
物
産
図
説
』

（
明
治
6
年
）

『
東
海
道
五
十
三
次
』

『
東
海
道
名
所
風
景
』

『
東
海
道
風
景
図
会
』

『
東
海
道
五
十
三
対
』

『
木
曽
街
道
六
拾
九
次
』

『
北
斎
漫
画
』

江
戸
時
代
に
は
た
く
さ
ん
の
書
籍
や
印
刷

物
が
出
版
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

参
考
文
献 
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版
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書
房
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荘
町
立
歴
史
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物
館　

２
０
２
１
『
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知
河
架
橋
略
史
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無
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橋
と
御
幸
橋
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』

滋
賀
県
教
育
委
員
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１
９
９
４
～
２
０
０
６

『
中
近
世
古
道
調
査
報
告
書
（
１
～
９
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掲
載
画
像
出
典
・
掲
載
協
力

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、

T
O
K
Y
O
ア
ー
カ
イ
ブ
、

琵
琶
湖
文
化
館
、
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古

博
物
館
、
滋
賀
県
立
図
書
館
、
滋
賀
県
立

美
術
館
、
大
津
市
歴
史
博
物
館
、
彦
根
市
、

彦
根
城
博
物
館
、
長
浜
城
歴
史
博
物
館
、

国
友
鉄
砲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
草
津
宿
街
道

交
流
館
、
近
江
聖
人
中
江
藤
樹
記
念
館
、

愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館
、
多
賀
町
立

文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
古
今
御
朱
印
研
究
所
、

掲
載
項
目
関
連
施
設
・
企
業　

ほ
か

彦
根
城
の
世
界
遺
産
登
録
は

彦
根
周
辺
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

彦
根
城
を
は
じ
め
と
し
た
全
国
約

1
8
0
の
城
を
中
心
に
、
2
5
0

年
を
超
え
る
平
穏
が
保
た
れ
た
江
戸

時
代
。
こ
の
安
定
の
下
で
今
に
つ
な

が
る
産
業
、
学
問
が
発
展
し
、
豊
か

な
文
化
が
育
ま
れ
、
庶
民
に
も
普
及

し
て
い
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
暮
ら

し
の
中
や
身
近
な
と
こ
ろ
に
も
、
た

く
さ
ん
の
「
江
戸
時
代
の
か
け
ら
」

が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
彦
根
城
を
世

界
遺
産
に
登
録
す
る
こ
と
は
、
彦
根

城
と
一
緒
に
、
滋
賀
県
に
、
そ
し
て

日
本
中
に
あ
る
こ
う
い
っ
た
「
地
域

の
宝
物
」
を
世
界
に
発
信
す
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
冊
子
が
地

域
に
残
る
宝
物
を
改
め
て
発
見
し
、

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
継
承
し
て
い

く
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

な
お
、
当
冊
子
を
作
成
す
る
に
当
た

り
、
県
内
市
町
の
文
化
財
所
管
課
や

博
物
館
の
皆
さ
ま
に
資
料
の
ご
提
供

や
助
言
な
ど
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
を
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
推
進
協
議
会

（
滋
賀
県
・
彦
根
市
）

制
作
：
株
式
会
社
ひ
で
み
企
画

編
集
後
記
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近江の旅おすすめガイドブック
「おうみ TRIP」以外にもまだまだある！

江戸時代にあった名物・名品で、
現在も作られ、購入できるものに
このマークを付けています。

世
界
遺
産
へ
、

い
よ
い
よ

彦
根
城
。

世
界
遺
産
へ
、

い
よ
い
よ

彦
根
城
。

�������������彦根城が世界遺産の事前評価へ!!

www.hikonejo-worldheritage.jp世界遺産登録までの詳細はスペシャルサイトへ▶

彦根城を世界遺産に

世界遺産登録へと大きく歩み進む彦根城。みんなの力で【世界の彦根城】を実現しよう！

世界遺産登録を目指す彦根城に、お殿様がおられた江戸時代。

本冊子は、その時代のことを広く知っていただくために作成しました。

「江戸時代にもし現代風の情報誌があったら、

こんな冊子になったのでは」というコンセプトで構成しています。


